
勅
撰
和
歌
集
に
お
け
る

「
霧
」
考

は
じ
め
に

詩
歌
は
、
多
く
の
文
学
の
ジ
ャ
ン
ル
の
中
で
、
上
代
よ
り
現
代
ま

で
、
そ
の
盛
衰
は
激
し
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
長
い
歴
史
を
冠
し
て

生
き
つ
づ
け
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
築
い
て
き
た
人
々
の
態
度
や
心
情

を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
詩
歌
を
よ
り
探
く
、
正
し
く

理
解
す
る
手
だ
て
に
し
た
い
と
考
え
た
。
だ
が
、
古
の
人
の
心
を
現

代
の
我
々
が
知
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。

し
か
し
、
歌
に
採
り
あ
げ
ら
れ
た
題
材
が
い
か
に
扱
わ
れ
て
い
る

か
を
調
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
少
な
り
と
も
明
ら
か
に
な
る
と
思

畑
町
ノ

0

・

さ
て
、
「
霧
」
は
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
長

い
和
歌
の
歴
史
に
お
い
て
、
後
の
歌
集
に
多
く
の
影
響
を
与
え
た
勅

撰
和
歌
集
に
つ
い
て
検
討
し
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。

「
霧
」
は
、
風
物
に
興
趣
を
添
え
る
も
の
と
し
て
、
古
来
詩
歌
の

題
材
と
な
っ
た
も
の
が
少
く
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
浪
漫
的

情
趣
が
、
人
の
心
の
迷
い
や
憂
い
に
た
と
え
ら
れ
た
り
し
て
、
ひ
と

勺
の
哀
愁
に
も
似
た
淡
い
感
情
お
よ
び
、
轄
を
も
持
っ
て
、
我
々
の

心
に
う
っ
た
え
て
く
る
も
の
で
あ
る
。

松

村

京己

子

検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
「
国
歌
大
観
」
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て

勅
撰
二
十
一
代
和
歌
集
に
詠
み
込
ま
れ
た
「
霧
」
の
歌
を
拾
い
挙
げ

い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
項
目
別
に
分
類
し
、
各
々
の
用
例
数
表
を
統

計
的
に
考
察
す
る
方
法
を
用
い
た
。

な
お
、
項
目
に
よ
っ
て
は
必
要
上
か
ら
万
葉
集
も
あ
わ
せ
て
考
察

し
た
。
こ
れ
は
、
塙
書
房
刊
「
万
葉
集
」
に
よ
る
。

一
、
霧
の
時
代
変
遷

勅
撰
和
歌
集
に
お
け
る
「
霧
」
と
時
勢
と
の
関
係
が
ど
の
よ
う
に

現
わ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
、
春
日
ミ
ナ
子
氏
の
本
学
卒
業

論
文
『
万
葉
集
・
八
代
和
歌
集
に
於
け
る
「
霧
」
考
』
と
比
較
し
考

え
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。

勅
撰
和
歌
集
に
お
け
る
総
歌
数
三
三
七
一
一
首
中
「
霧
」
が
詠
み

込
ま
れ
ペ
い
る
の
は
、
三
九
七
首
で
、
そ
の
比
率
は
全
体
の
一
・
一

八
克
で
あ
る
。
こ
れ
を
時
代
別
に
み
て
ゆ
く
と
第
一
表
の
よ
う
に
な

る。

..... 66 -



f第一表〕

ま

時
代
区
分
一

奈
良
時
代
一
万
葉
集

平
安
前
期
一
古
今
集
・
後
撰
集
・
拾
遺
集

平
安
後
期
一
後
拾
遺
・
金
葉
・
詞
花
・
千
載
・
新
古
今

鎌
倉
前
期
一
新
勅
撰
・
続
後
撰
・
続
古
今
・
続
拾
遺
・
新
後
撰

面
劇
劃
司
令
配
劃
釦
恥
料
配
引
l

一
南
北
朝
一
新
千
載
集
・
新
拾
遺
集
・
新
後
拾
遺
集

一
室
町
時
代
一
新
続
古
今
集

一
①
一
②
勅
撰
集
に
一

一
総
歌
数
一
お
ゆ
り
る
「
霧
」
一

3
に
対
す
る

一

一

の

詠

歌

一

②

の

比

率

司
引
州
寸
」
引
コ
副
刻

一
三
八
八
八
一
四
四
一
一
・
一
一
一
一
%

一
五
六
一
一
一
四
四
一

0
・
七
八
%

一
七
七
一
一
一
六
一

a

八
一
一
一
一
一
－

O
七

%

一
八
四
九
四
一
一
四

0
一
一
・
六
五
%

一
五
八
三
八
一
五
五
一

0
・
九
四
M

一
一
二
四
四
一
一
一
一
一
一
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歌

れ

集

含

る

第
一
表
か
ら
、
、
詠
歌
数
と
そ
の
割
合
を
み
て
み
る
と
、
「
霧
」
は

各
時
代
ご
と
に
異
な
っ
た
傾
向
を
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
こ
で
、
春
日
ミ
ナ
子
氏
の
結
論
と
比
較
し
て
み
よ
う
。
春
日
氏

は
、
「
各
集
に
於
け
る
霧
の
用
例
数
に
つ
い
て
」
の
中
で
、
『
霧
は

方
葉
集
ハ
奈
良
時
代
）
に
一
番
多
く
詠
ま
れ
て
い
る
。
つ
づ
い
て
、

古
今
集
・
後
撰
集
つ
ま
り
奈
良
時
代
と
平
安
前
期
が
多
い
。
そ
れ
は

そ
の
当
時
の
人
々
や
撰
者
に
と
っ
て
、
霧
は
、
関
心
深
い
も
の
で
あ

っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
又
、
後
拾
遺
集
以
後
減
少
し
て
い
る
が
、

人
々
の
霧
に
対
す
る
関
心
が
う
す
れ
た
為
か
、
或
は
、
歌
の
題
材
が

多
く
な
っ
て
き
た
為
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
』
と
、
述
べ
て
あ
る
。

第
一
表
に
よ
る
と
、
確
か
に
、
奈
良
時
代
に
一
・
四
O
%
で
あ
っ

た
霧
の
詠
歌
率
は
、
八
代
集
の
終
り
を
つ
げ
る
平
安
後
期
に
は

0
・

一
・
四
五
%

七
八
%
と
さ
が
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
鎌
倉
前
期
に
は
一
・
O
七
%

と
上
昇
し
、
更
に
、
鎌
倉
後
期
に
は
全
時
代
の
一
番
高
率
で
あ
る
一

・
六
五
%
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
平
安
後
期
の
現
象
は
一
時
的

な
も
の
で
あ
っ
て
、
む
し
ろ
時
代
が
下
っ
て
一
段
と
詠
歌
率
が
増
し

て
い
る
の
だ
か
ら
、
春
日
氏
の
結
論
は
早
急
す
ぎ
た
と
思
わ
れ
る
。

霧
は
、
題
材
と
し
て
失
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
二
十
一
代
集
の
中
に
生

き
つ
づ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
霧
の
名
称
の
範
囲
を
み
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。



室南

主事i持代耳 北期

一一
十 十 一 十l 五 朝
四 一 一 十 八 四 セ． 霧
八 。一 七 一
十 十 一 タ

八 七 ムノ、七 五 ／ 四
霧

」 a ム 九 。。ノ、 ノ、
ム

秋。 ノ、 ／ 五 五 。 ムノ、
霧

七 五 ム

七 一八ー一戸
ノ、

／ ／ ／ ／ ／ ／ 
山

八,, 
霧

一一 一一一
十 一 十 一 Jll 一七 五 一。占ノ、一一． ． ． 霧

一 九 四 七 五 ムノ、

十

／ 
十 ／主ノ／ 薄四 八

霧
七

／レ／ ／ ／ ／ 
十 夜
四
霧

一

／ ／ ／ ／ ／ ／ 
雨

一 霧
一
一占ノ、

／ ／ ／ ／ ／ ／ 
せ

一 ぎ
り

八

四 一 四 五 五 七 四 そム 。一 九 四 七 四 のノ、
他

七回 一。五 一 四

f第二表ヨ
第
二
表
は
、
歌
に
詠
み
込
ま
れ
た
霧
の
範
囲
を
名
称
か
ら
み
た
も

の
で
、
ひ
と
つ
の
素
材
の
詠
み
方
は
、
万
葉
集
以
下
三
種
か
ら
六
種

と
そ
の
範
囲
は
せ
ま
い
も
の
で
あ
る
。

奈
良
時
代
は
万
葉
集
を
も
っ
て
し
た
。
霧
の
名
称
の
範
囲
は
、
朝

霧
、
タ
霧
、
夜
霧
、
山
霧
、
川
霧
、
雨
霧
と
、
全
時
代
を
通
じ
て
一

番
広
く
詠
ん
で
あ
る
。
万
葉
集
は
、
作
者
の
作
歌
態
度
が
心
に
も
な

い
美
飾
や
誇
張
を
施
さ
ぬ
質
実
の
点
か
ら
み
て
も
、
作
品
を
味
わ
っ

て
受
け
る
感
じ
の
点
か
ら
み
て
も
、
「
真
実
」
と
い
う
点
で
後
世
の

凡
て
の
撰
集
に
ま
さ
っ
て
い
る
。
故
に
、
素
材
を
表
現
す
る
方
法
が

現
実
的
に
写
実
的
に
は
っ
き
り
と
い
い
現
わ
し
て
い
る
た
め
に
、
こ

の
当
時
の
題
材
と
し
て
の
発
展
が
、
写
実
に
と
ま
っ
て
い
る
と
し
て

も
当
然
な
こ
と
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
中
に
、
枕
詞
、
序
詞
と
し

（
単
位
は
%
）

て
使
わ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
と
し
て
も
、
根
本
態
度
は
変
ら
な
い

と
考
え
る
。

平
安
時
代
に
な
る
と
、
万
葉
の
現
実
的
写
実
的
な
も
の
は
薄
れ
、

情
趣
的
・
優
美
的
な
も
の
が
濃
く
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
霧
の
名
称

の
範
囲
は
、
前
期
が
朝
霧
、
秋
霧
、
川
霧
と
全
時
代
を
通
じ
て
一
番

せ
ま
い
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
「
秋
霧
」
と
い
う
表
現
が
他
の
ど

の
時
代
よ
り
多
く
詠
ま
れ
て
い
る
の
は
、
観
念
的
な
表
現
を
好
ん
だ

時
代
の
反
映
で
あ
ろ
う
。
後
期
に
は
、
薄
霧
と
い
う
写
実
的
名
称
が

で
て
く
る
が
依
然
と
し
て
「
秋
霧
」
と
い
う
名
称
が
前
期
に
つ
づ
い

て
多
く
詠
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
期
は
、
「
三
タ
の
歌
」
等
と
も
て
は

や
さ
れ
た
タ
が
、
前
期
に
は
み
ら
れ
な
い
「
タ
霧
」
と
し
て
多
く
詠

ま
れ
て
い
る
。
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鎌
倉
時
代
、
新
古
今
集
以
後
の
和
歌
に
変
化
は
起
ら
ず
、
む
し
ろ

和
歌
は
衰
退
の
途
を
た
ど
っ
た
。
し
か
し
、
「
霧
」
の
詠
歌
数
は
、

こ
れ
迄
減
少
し
て
き
た
の
に
ひ
き
か
え
、
上
昇
し
て
き
て
、
鎌
倉
後

期
に
は
全
時
代
を
通
じ
て
の
最
高
を
示
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
新
古
今
集
以
後
、
マ

γ
ネ
リ
化
し
た
勅
撰
集
に
新
風
を

築
こ
う
と
し
た
玉
葉
・
風
雅
の
歌
人
達
の
努
力
の
結
果
が
、
伝
統
的

な
花
鳥
風
月
を
越
え
て
多
方
面
の
題
材
を
扱
う
形
と
し
て
現
わ
れ
た

と
考
え
る
。

以
上
の
考
察
か
ら
、
和
歌
に
詠
み
込
ま
れ
た
「
霧
」
の
変
還
に
は

そ
の
歌
が
詠
ま
れ
た
時
勢
の
影
響
が
み
ら
れ
よ
う
。

二
、
霧
と
風
雅
和
歌
集

風
雅
集
に
お
け
る
「
霧
」
の
詠
歌
率
は
二
・
三
二
%
と
、
以
下
の

玉
葉
集
一
・
八
八
%
、
続
拾
遺
集
の
一
・
六
四
%
、
万
葉
集
の
一
・

四
O
%
を
し
の
ぎ
、
最
底
の
千
載
集
の

0
・
五
四
%
を
大
き
く
引
離

し
て
、
万
葉
・
二
十
一
代
集
中
で
一
番
の
高
率
を
占
め
て
い
る
。

本
集
は
、
花
園
院
が
二
条
家
の
形
式
的
概
念
的
な
も
の
と
比
較
し

精
織
な
る
写
実
と
清
新
な
る
感
覚
と
を
取
り
込
れ
た
独
特
の
歌
風
を

も
っ
て
編
ま
れ
、
他
の
勅
撰
集
の
中
で
異
色
を
放
つ
も
の
で
あ
る
。

こ
の
集
の
歌
人
は
異
色
が
あ
り
、
女
流
歌
人
の
優
れ
て
い
る
こ
之
、

初
め
て
勅
撰
集
に
入
っ
た
歌
人
約
八
十
人
。
本
集
の
み
勅
撰
作
者
の

名
を
伝
え
る
も
の
が
ほ
ぼ
同
数
で
、
撰
歌
の
標
準
乃
至
態
度
が
、
先

人
の
遺
作
に
模
範
を
求
め
た
り
し
な
い
時
勢
の
反
映
で
あ
ろ
う
。

本
集
の
「
霧
」
の
詠
歌
数
五
十
の
範
囲
を
ま
と
め
て
み
る
と
第
一
一
一

一一一

表
の
よ
う
に
な
る
。

〔第三表〕

l
l
l局
川
市
川
島
列
和
一
朝
霧
直
明

斗

刊

↓

吋

仙

刷

撰

集

の

一

も

一

目

一

例

一

お

一

日

全
詠
歌
数
l
i
l
i
－－一じい｜ーぃ
L
I－－一
i
l
L

間

判

雅

集

つ

一

4

一
3

一
7

－2
一

ω

全
詠
孜
孜

i
l
l
i
r－
－
↑

J
1
i
l
l－
十
引
i

uu乱
次
放
に
対
す
る
一
J
h

百
一

U
M
一
M
M
一一
L
M
一
U
M

一
岡
健
医
混
同
宮
「
L
K
1卜
p
i「
1

1

仁「

第
三
表
に
よ
る
と
、
勅
撰
集
中
七
十
五
例
の
「
秋
霧
」
は
、
風
雅

集
中
で
は
四
例
に
す
ぎ
な
い
の
は
、
「
霧
」
は
秋
の
も
の
と
固
定
化

し
つ
つ
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
の
名
称
も
多
い
の
に
、
風
雅
集
で
は

少
な
く
、
眼
前
の
事
実
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
「
薄
霧
」
、
が
一
番
多

く
詠
ま
れ
て
い
る
の
は
、
写
実
的
態
度
の
現
わ
れ
で
あ
ろ
う
。

風
雅
集
の
霧
の
詠
歌
作
者
を
『
和
歌
大
辞
典
』
に
よ
り
分
類
す
る

と
第
四
表
の
よ
う
に
な
る
o

L
E引
説
弘
山
劇
団
一
山
崎
骨
団
抗

駅
一
一
一
試
雅
集
。
一

K
L
d刷
稚
集
η
霧
一
九
一

D
に
対
す
る
干
一
－
一

〔
保
守
派
一
九
名
一
全
一
春
秋
①
一
八
匹
一
の
詠
歌
②
一

J
②
の
割
合
一
七
五

「
1
1
1
1
1「
l
i
l－
－

ぃ

l
1
1
1
1
1
i！
ト
i
l
l
i
I
L
i－
－

I
1
i
l－
－

ー

ト

l
1
i
l
l－
－

I
l
l
i－
－

I
l
l
i－
－

風
雅
集
が
革
新
派
の
人
々
に
よ
り
編
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ

か
ら
、
多
く
の
作
者
が
い
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

保
守
派
は
七
名
で
あ
る
が
、
霧
の
風
雅
集
に
お
け
る
詠
歌
率
は
、

革
新
派
の
そ
れ
の
二
倍
近
く
あ
る
。
こ
れ
は
、
保
守
派
で
あ
っ
て
も

「
花
鳥
風
月
」
と
い
う
伝
統
的
題
材
に
の
み
と
ら
わ
れ
ず
、
広
範
囲

に
題
材
を
求
め
た
こ
と
が
、
風
雅
集
の
撰
歌
態
度
乃
至
標
準
に
達
し
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て
採
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

、
風
雅
集
に
霧
が
多
く
詠
ま
れ
て
い
る
傾
向
は
、
万
葉
集
に
お
い
て

題
材
・
用
語
の
範
囲
が
広
い
こ
と
に
相
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。
『
古

典
読
解
辞
典
』
（
東
京
堂
版
）
に
よ
る
と
、
『
万
葉
集
の
題
材
は
、

後
世
の
和
歌
の
や
う
に
情
趣
的
対
象
と
し
て
の
い
わ
ゆ
る
花
鳥
風
月

に
限
定
さ
れ
る
と
と
な
く
、
現
実
生
活
の
諸
相
が
清
新
・
豊
富
な
用

語
に
よ
っ
て
自
由
に
歌
わ
れ
て
い
る
。
』
と
あ
る
。
万
葉
集
に
お
け

る
「
霧
」
と
、
風
雅
集
の
そ
れ
と
を
み
て
み
る
と
、
「
秋
霧
」
は
万

葉
に
は
な
い
が
、
寸
朝
霧
」
が
十
六
例
あ
る
の
に
対
し
て
「
タ
霧
」

は
四
例
に
す
ぎ
な
い
、
等
の
範
囲
に
類
似
し
た
点
が
み
ら
れ
る
と
こ

ろ
か
ら
、
風
雅
集
は
、
万
葉
集
の
歌
風
の
い
き
方
に
同
調
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

コ
ー
霧
の
一
試
ま
れ
た
時
期

－
霧
の
季
節
的
関
係
を
み
る
た
め
に
、
勅
撰
集
中
の
霧
の
詠
歌
三
九

七
首
を
部
立
別
に
ま
と
め
て
第
五
表
に
し
た
。

第
五
表
に
よ
る
と
、
霧
は
棋
に
一
番
多
く
詠
ま
れ
て
い
る
が
、
春
、

夏
、
冬
の
部
の
歌
も
あ
る
。
そ
れ
ら
の
歌
を
み
て
ゆ
く
の
に
、
気
象

学
の
方
面
か
ら
霧
に
つ
い
て
述
べ
る
。
『
霧
は
雲
と
同
じ
よ
う
に
、

大
気
中
の
水
蒸
気
が
凝
結
核
を
中
心
に
し
て
凝
結
し
た
細
か
い
水
滴

の
集
り
で
、
本
質
的
に
は
雲
と
変
り
な
い
。
上
空
に
出
来
た
も
の
が

雲
で
、
地
上
付
近
に
出
f

来
た
も
の
を
霧
と
呼
ん
で
い
る
に
渇
き
な

い
。
春
や
秋
の
明
け
方
な
ど
に
み
ら
れ
る
霧
は
、
た
い
て
い
雨
の
な

い
よ
く
晴
れ
た
静
か
な
夜
に
で
き
る
。
夏
季
、
川
や
湖
な
ど
の
近
く

紅衛伺川叫一春一夏一秋一冬一町釘繍～司一春一夏一秋一冬

割
引
一
パ
一
パ
ヨ
パ
青
島
苅
苅
司
」
パ

記
引
一
パ
一
パ
一
川
一
パ
翫
劃
恥
｜
一
バ
苅
一
利
一
パ

劃
引
一
／
一
／
一
川
了
一
新
後
撰
集
一
／
ア
一
日
一
／

〕
同
劃
一
凶
凶
凶
凶
中
門
一
閃
一
凶
川
－
一
凶

誠一金葉集プ一／一
3
7
一続千要一／ア一日一／

第
副
引
一
パ
苅
ヨ
パ
一
続
料
劃
パ
一
パ
一
川
一
パ

時点｜一〆一

μ
一
巳
い
一
峰
崎
｜

Ejv一同一〆

新古今集プ一／一叩一／一新千載集一／ア一け一／

動
劇
一
パ
一
パ
一
川
一
パ
配
1
1
1
一川一ぃ一川一川

劉
劃
ー
一
川
一
パ
一
玉
川
玄
E
Eパ
オ
司
一
パ

一新続古今主／ア一辺一／
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で
も
よ
く
霧
が
起
る
が
、
こ
れ
は
昼
間
の
日
射
に
よ
り
、
比
較
的
高

い
温
度
に
な
っ
た
水
面
か
ら
蒸
発
し
た
水
蒸
気
が
そ
の
上
に
あ
る
冷

た
い
空
気
の
中
に
は
い
っ
て
霧
が
で
き
る
o
』
（
「
世
界
大
百
科
事

典
8
」
平
凡
社
版
）
以
上
の
よ
う
に
、
霧
は
条
件
が
揃
え
ば
、
春
も

夏
も
起
り
得
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

冬
歌
の
霧
は
六
首
あ
る
。
そ
の
内
五
首
は
、
川
に
於
て
の
霧
を
詠

ん
だ
も
の
で
あ
る
。
川
霧
は
『
冬
は
水
面
が
暖
か
い
為
に
、
湯
気
の

よ
う
な
霧
が
水
面
か
ら
立
ち
上
る
の
が
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
。
』
と



あ
る
か
ら
、
普
通
の
霧
と
異
な
っ
て
、
冬
に
も
一
訴
ま
れ
た
と
思
わ
れ

る
。
残
る
一
首
は
、
時
雨
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
。
時
雨
は
『
秩
か

ら
冬
に
か
け
て
、
降
っ
た
り
晴
れ
た
り
す
る
小
雨
の
名
。
』
一
『
明

解
古
語
辞
典
』
金
田
二
日
小
一
期
監
修
）
と
あ
る
の
で
、
こ
の
例
は
、
山

地
で
の
一
震
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
が
、
冬
に
霧
が
浮
き
立
つ
条
件
は

で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
霧
は
条
件
が
一
番
揃
う
秋
以
外
、
春
、
夏
、

冬
に
も
発
生
す
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
秋
に
「
霧
」
が
、
或
は
、
秋
霧
が
多
く
一
詠
ま
れ
て
い

る
の
は
何
故
か
。
秋
が
物
寂
し
い
気
分
の
季
節
で
あ
る
と
い
う
情
調

性
が
霧
の
も
っ
そ
れ
と
類
似
し
て
い
る
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し

て
、
修
辞
上
の
技
巧
も
又
、
一
因
で
あ
ろ
う
。

古
今
集
巻
第
十
二
恋
歌
二

題

志

ら

ず

凡

河

内

射

恒

豆
八
O

秋
霧
の
は
る
る
と
き
な
き
心
に
は
た
ち
ゐ
の
空
も
思
ほ
え
な
く
に

こ
の
秋
の
何
か
寂
し
い
恋
の
姿
に
端
的
に
表
わ
れ
て
い
る
。
心
の

ま
ど
い
を
「
秋
霧
」
に
、
「
立
居
」
は
自
分
の
起
居
と
、
霧
の
立
つ

に
か
け
、
従
っ
て
「
空
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
白

霧
は
、
た
ち
こ
め
て
視
界
を
さ
え
ぎ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

隠
さ
れ
た
部
分
に
想
い
を
め
ぐ
ら
す
こ
と
や
、
心
中
の
憂
い
や
迷
い

を
た
と
え
る
場
合
に
も
用
い
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
れ
が
、
秋
の

物
思
い
に
ひ
た
る
哀
愁
の
季
節
で
あ
る
と
こ
ろ
と
一
致
し
て
、
秋
に

よ
り
多
く
題
材
と
し
て
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
一
日
の
う
ち
で
は
ど
の
時
刻
の
「
霧
」
に
関
心
が
も
た
れ

た
で
あ
ろ
う
か
。

l
i
l
i－
－

－

－

i
l
l－
『

1
1川
川
明
引
↓
則
一
朝
一
夕
一
夜
十
そ
の
他
一

f
L
－一

li－－
1
i
l－－
N
Uぃl
「
I
1
1
1「
i
1
1
「
i
l
l－一
I
l
l
i－－
l
1
1
2

一

43
「
剛
刻
を
は
っ
き
り
と
一
辺
一
氾
一
月
一
回
一
目
一

三
れ
ん
で
し
l

る
歌
数
一
口
｜
一
l
川
一
巴
一

l

l一l
l

一

望
続
出
日
恥
松
和
記
引
っ
司
%
一
口
似
川
一

M
g
M
F竺
M
V
N

一

一
る
時
刻
名
汚
息
日
A
P
I
l
l－
J

一
P
1
1「川
1
1
F
1
i
l
－－
h
「！一

一
第
六
表
は
時
刻
名
、
が
は
っ
き
り
と
一
散
み
込
ま
れ
て
い
る
歌
に
限
り

数
量
の
み
示
し
て
み
た
。
そ
れ
は
、
全
体
の
半
分
以
下
で
あ
る
。
こ

れ
を
割
合
か
ら
み
る
と
、
朝
が
二

0
・
二
%
で
最
高
を
占
め
て
し

る
弘
次
い
で
夕
方
の
l

寸
八
・
四
%
、
暁
の
五
・
五
%
、
夜
の
五
－

O

%
と
続
い
て
い
て
、
昼
は
全
然
な
レ
。

『
明
解
古
語
辞
典
』
に
よ
る
と
、
暁
は
、
夜
の
明
け
る
ち
ょ
っ
と

前
「
あ
け
ぼ
の
」
よ
り
早
い
時
刻
を
い
う
。
そ
こ
で
、
夜
が
明
け
よ

う
と
す
る
頃
、
月
が
空
に
で
て
い
る
迄
の
「
有
明
」
も
含
め
た
。
朝

は
、
夜
が
ほ
の
ぼ
の
と
明
け
よ
う
と
す
る
頃
と
す
る
。
タ
は
、
辺
り

が
薄
暗
く
な
っ
て
し
ば
ら
く
の
月
が
昇
る
顎
詫
を
示
す
の
で
あ
る
o

以
上
の
こ
と
か
ら
、
「
霧
」
の
詠
ま
れ
た
時
聞
は
、
早
朝
と
夕
暮

時
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

次
に
、
種
類
に
お
い
て
は
、
朝
霧
三
十
五
昔
、
タ
霧
四
十
六
首
で

夜
霧
、
暁
霧
、
昼
霧
と
い
う
単
語
は
み
え
な
い
o

「
霧
」
の
種
類
の

存
在
は
、
つ
ま
り
呼
び
名
そ
れ
自
体
に
関
心
が
深
か
っ
た
と
い
う
こ

と
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

勅
撰
集
の
和
歌
は
、
朝
、
タ
に
お
け
る
「
霧
」
に
関
心
が
も
た
れ
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て
詠
ま
れ
た
と
い
っ
て
差
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
o
そ
れ
に
、
前
述
の

気
象
学
の
条
件
か
ら
み
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
霧
の
発
生
は
、
多
く

夜
の
明
け
や
ら
ぬ
朝
や
、
陽
の
暮
れ
落
ち
る
タ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

尽
一
の
詠
歌
数
が
な
い
と
し
て
も
当
然
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
修
辞
上
の
技
巧
か
ら
も
い
え
よ
う
。

「
霧
」
は
、
「
恋
風
」
の
よ
う
に
、
ウ
エ
ッ
ト
な
日
本
的
風
土
の

生
ん
だ
素
朴
な
想
定
で
、
や
が
て
は
比
除
化
さ
れ
て
文
学
の
上
に
生

き
続
け
て
い
る
「
恋
霧
」
に
も
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

『
万
葉
集
巻
第
七
摂
津
作

し

な

が

ど

り

ゐ

な

の

を

く

れ

ば

あ

り

ま

や

ま

ゅ

う

ぎ

り

セ

フ

Q

？
J

く
亡

一
一
四
宝
仙
長
鳥
居
名
野
乎
来
者
有
馬
山
ド
タ
霧
岳
試
宿
者
斜
配

も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
で
夕
景
と
旅
路
と
が
、
こ
の
場
面
を
彩
っ
て
い

る
こ
と
は
否
ま
れ
な
い
。
し
か
し
、
又
霧
の
も
つ
情
感
が
こ
の
作
者

を
し
て
い
っ
そ
う
せ
つ
な
い
表
現
に
か
り
立
て
て
い
る
こ
と
も
見
逃

せ
な
い
で
あ
ろ
う
。

霧
は
、
浪
漫
性
を
も
っ
と
い
う
o

そ
れ
は
、
霧
が
対
象
を
つ
か
み

え
な
い
幻
の
如
く
に
揺
曳
す
る
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。
人
間
の
悲

し
さ
は
、
そ
れ
故
に
こ
そ
、
そ
こ
に
美
し
い
も
の
を
感
じ
る
の
で
あ

る
。
あ
こ
が
れ
を
さ
え
寵
め
る
の
で
あ
る
o

そ
し
て
、
そ
の
美
し
い

も
の
を
ま
ぼ
ろ
し
を
追
う
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
人
聞
は
、
こ
の
幻
を

追
う
て
ゆ
く
時
が
い
ち
ば
ん
か
な
し
く
も
美
し
い
1
0
わ
た
く
し
は

そ
う
考
え
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
「
朝
霧
の
お
ほ
に
相
見
し
」
〈
注

1
）
そ
の
人
は
、
幻
の
如
く
に
白
く
尾
を
ひ
い
て
過
ぎ
去
っ
て
い
っ

た
、
そ
の
人
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
を
、
霧
の
現
実
性
客
観
性
に
即

し
て
詠
み
あ
げ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
な
お
、
わ
た
く
し
は

0
0
0
0
 

作
者
が
何
故
に
、
そ
の
人
の
う
し
ろ
で
を
朝
霧
と
い
う
こ
と
ば
で
表

現
し
た
か
、
と
い
う
こ
と
に
心
惹
か
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
o

』
（
注

2
・
古
典
随
想
「
こ
と
ば
と
文
学
」
遠
藤
嘉
基
氏
「
霧
の
唄
」
に
よ

る
。
）前
述
の
引
用
を
は
じ
め
と
し
て
、
万
葉
集
の
中
に
は
、
霧
を
修
辞

法
的
に
使
っ
た
比
除
歌
が
み
ら
れ
る
。
（
注
3
・
万
葉
集
五
。
七
九

九
、
六
。
九
八
二
、
十
。
二
二
四
一
、
十
五
。
三
五
八

O
、
三
五
八

一
、
一
一
一
六
一
五
、
三
六
二
ハ
）

更
に
『
源
語
明
石
の
巻
に
見
え
る
光
源
氏
の
歌
、

嘆
き
つ
つ
明
石
の
浦
に
朝
霧
の
立
つ
や
と
人
を
思
ひ
や
る
か
な

を
十
分
に
解
釈
す
る
た
め
に
、
如
上
（
注
4
「
万
葉
修
辞
の
研
究
」

ハ
武
蔵
野
書
院
）
山
口
正
著
j
万
葉
集
の
修
辞
法
よ
り
引
用
し
た
o
u

万
葉
の
霧
を
認
め
て
お
く
心
要
が
あ
ろ
う
o

明
石
の
浦
の
朝
霧
も
、

と
も
に
万
葉
か
ら
源
語
へ
幾
世
か
け
て
吹
く
恋
風
で
あ
り
ハ
注
5
・

こ
の
部
分
の
引
用
の
う
ち
、
恋
風
説
は
省
い
て
い
る
。
）
古
典
の
世

界
に
な
が
く
も
立
ち
わ
た
る
恋
霧
だ
か
ら
で
あ
る
o

』
（
「
文
学
論

藻
」
第
十
三
号
市
村
宏
氏
「
万
葉
集
恋
霧
考
」
に
よ
る
o

）

こ
れ
ら
の
恋
霧
が
、
二
十
一
代
勅
撰
集
に
立
ち
わ
た
ら
な
い
は
ず

が
な
い
。

風
雅
集
巻
第
十
三
恋
歌
四

題
志
ら
ず
読
人
志
ら
ず

＝
一
八
九
妹
を
思
ひ
い
の
ね
ら
れ
ぬ
に
暁
の
朝
霧
ご
も
り
か
り
ぞ
鳴
く
な
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等
が
み
ら
れ
る
。

以
上
か
ら
考
え
て
も
、
修
辞
上
の
技
巧
と
し
て
の
朝
、
タ
の
時
間

的
設
定
が
心
要
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
霧
の
も
つ
浪
漫
性

が
一
段
と
発
揮
さ
れ
る
時
間
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

二
十
一
代
勅
撰
集
に
お
け
る
「
霧
」
は
、
秋
の
朝
、
タ
に
立
ち
わ

た
る
も
の
に
関
心
が
も
た
れ
た
と
い
え
よ
う
。

あ
さ
ぎ
り
由
記
ほ
に
あ
ひ
み

L

ひ
と
ゆ
え
に

（注
1
・
万
葉
集
、
巻
第
四
、
豆
九
九
朝
霧
之
欝
相
見
之
人
故
爾

い
白
ち
し
向
べ
く
己
ひ
わ
た
る
か
も

命

可
ν
死
恋
渡
鴨
）

四
、
霧
と
一
詠
み
合
せ

霧
と
他
の
素
材
と
の
一
散
み
合
せ
を
、
霧
の
詠
歌
三
九
七
首
に
つ
い

て、

l
・
天
象
、

2
・
地
象
、

3
・
植
物
、

4
・
動
物
、

5
・
そ
の
他
と

し
て
ま
と
め
て
み
た
。

1

天
象
と
は
、
空
や
宇
宙
に
お
け
る
現
象
を
さ
す
も
の
で
あ
る
o

r川
山
川
川
一

明一

1
1
1

一
i
l
l

－－：ーーパ
J
i
l

－－

第
七
表
に
よ
る
と
、
月
が
五
十
一
例
の
多
く
を
数
え
、
霧
と
の
一
詠

み
合
せ
が
一
番
多
い
。
こ
れ
は
、
霧
を
詠
む
と
い
う
よ
り
、
月
を
一
詠

む
の
に
霧
の
風
情
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
月
が
出
る
手
だ
て
に

し
ば
し
ば
風
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
。
又
、
風
の
多
い
の
は
、
秋
の

タ
に
吹
く
と
こ
ろ
が
霧
の
季
節
、
時
間
と
同
じ
こ
と
に
も
よ
る
。
露

軍
六
雨
も
時
間
的
、
気
象
学
上
の
一
致
に
よ
る
。
覆
は
春
の
も
の
と

マ
匂

し
て
、
秋
の
も
の
で
あ
る
霧
と
の
対
照
の
手
法
が
、
時
代
の
好
む
と

こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
「
霧
」
と
天
象
と
の
詠
み
合
せ
は
、
月
を
詠
む

の
に
霧
の
風
情
が
添
え
ら
れ
て
い
る
他
、
風
、
露
、
雲
、
雨
、
雪
、

罷
、
霜
は
、
気
象
学
的
条
件
の
一
致
と
、
そ
の
情
趣
性
の
類
似
で
あ

る
と
い
え
よ
う
。

2

地
象
は
、
霧
の
立
つ
場
所
を
現
わ
し
て
い
る
。

一

生

山

田

一

i

l

l

－
 

一
書
）
一

第
八
表
か
ら
、
霧
は
山
辺
に
立
つ
も
の
が
一
番
多
く
、
次
の
川
辺

に
関
す
る
も
の
が
三
分
の
一
程
度
で
あ
る
o

次
い
で
、
野
辺
、
海
、

塁
に
立
つ
霧
、
そ
し
て
庭
に
立
つ
霧
と
い
う
ふ
う
に
、
霧
の
立
つ
場

所
を
表
わ
し
て
い
る
。

3

植
物
は
、
紅
葉
、
萩
、
女
郎
花
、
稲
葉
と
秋
の
草
木
が
多
い

又
、
常
磐
木
で
あ
る
松
が
、
霧
の
立
つ
地
理
的
条
件
の
一
致
と
、
霧

の
も
つ
情
趣
性
と
相
倹
っ
て
多
く
詠
ま
れ
て
い
る
。

4

動
物
に
つ
い
て
み
て
み
る
。

一
舗
一
町
市
町
一

一
数
一
伺

2
一

〔第八表］〔第九表］

Jll 

海

里

庭

野

46 

37 

27 ; 

22 

27 

鹿34 

7 



一
散
歌
数
の
多
い
雁
、
鹿
は
、
秋
の
代
表
的
な
動
物
で
あ
る
と
い
え

よ
う
。
千
鳥
は
、
冬
の
鳥
で
あ
る
が
、
そ
の
詠
み
合
せ
は
、
冬
に
も

発
生
す
る
川
霧
で
あ
る
か
ら
お
か
し
く
な
い
。
こ
れ
ら
動
物
の
用
例

は
、
そ
の
姿
で
は
な
く
、
鳴
く
状
態
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
霧
に
隠
さ

れ
た
姿
の
鳴
き
音
、
羽
音
は
、
い
っ
そ
う
哀
し
い
も
の
と
な
ろ
う
。

5

そ
の
他
に
つ
い
て
は
、

1

2

3

4

に
属
し
て
い
な
い

も
の
に
つ
い
て
み
て
み
た
。

相
聞
の
心
の
道
具
立
て
の
一
端
と
し
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
衣
、

袖
の
用
例
が
、
そ
れ
ぞ
れ
八
倒
ず
つ
あ
る
。
そ
れ
に
、
多
く
の
舟
類

が
詠
ま
れ
て
い
る
の
は
、
霧
が
川
辺
や
海
辺
に
発
生
す
る
も
の
で
あ

り
、
そ
の
情
景
を
い
っ
そ
う
ひ
き
立
て
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
い

え
よ
う
。
用
例
は
、
十
三
例
あ
る
。

お
わ
り
に

二
十
一
代
勅
撰
集
、
す
べ
て
の
歌
集
に
「
霧
」
を
素
材
に
扱
っ
た

詠
歌
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
多
く
秋
の
部
に
あ
り
、
霧
の
気
象
学
上
の

発
生
と
と
も
に
、
秋
の
季
節
の
も
つ
物
寂
し
い
情
趣
と
の
一
致
に
よ

る
も
の
と
い
え
よ
う
。
時
間
的
に
は
、
，
朝
、
タ
の
詠
歌
が
多
い
の
も

ま
た
、
前
述
の
ご
と
き
も
の
に
よ
る
。
霧
と
他
の
素
材
と
の
詠
み
合

せ
も
秋
の
季
節
の
も
の
と
が
多
い
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
霧
の
勅
撰
集
に
お
け
る
現
わ
れ
方
は
、
今
、

我
々
の
霧
に
抱
く
感
情
が
そ
の
ま
ま
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

い
や
、
我
々
が
、
古
か
ら
の
人
の
情
を
う
け
つ
い
で
い
る
の
で
あ

ろ
う
か
。

- 74ー


